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兵
庫
県
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
建
替
え
整

備
に
つ
い
て
「
基
本
構
想（
案
）」
を
発
表
し
、

こ
れ
に
対
す
る
県
民
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
８
月
２
日
か
ら
実
施
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
案
に
は
新
中
央
市
民
病
院
隣
接

　

政
治
が
動
い
て

い
な
い
。
震
災
復

興
へ
の
道
も
示
さ

れ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
福
島
原
発
事

故
の
収
束
に
も
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
い
。
息
が
詰
ま
り
そ
う

な
政
治
へ
の
閉
塞
感
が
漂
う
。

政
党
間
の
抗
争
は
ざ
わ
ざ
わ
し

て
い
る
。
現
時
点
で
現
政
権
の

こ
と
を
語
る
こ
と
は
、
一
瞬
先

は
闇
と
い
わ
れ
る
政
界
の
こ

と
、
と
て
も
で
き
そ
う
に
な
い

▼
80
年
代
、
労
働
者
が
不
足
し

た
、
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
な

仕
事
を
「
３
Ｋ
」
労
働
と
い
っ

た
。
現
在
の
３
Ｋ
は
、
民
主
党

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
①
高
速
道
路

無
料
化
②
（
農
家
の
）
戸
別
所

得
補
償
制
度
③
高
校
無
償
化
。

本
当
は
４
Ｋ
だ
が
、
子
ど
も
手

当
問
題
は
政
治
的
決
着
済
み
に

て
除
外
。
い
ず
れ
の
課
題
も
民

自
公
の
〝
俺
が
俺
が
〞
の
世
界

の
問
題
。
国
民
の
多
く
が
虚
し

く
静
観
し
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
▼
そ
れ
以
上
に
、
社
会
保

障
の
財
源
、
震
災
復
興
の
財

源
、
お
ま
け
に
東
電
が
全
責
任

を
持
つ
べ
き
福
島
原
発
事
故
の

補
償
金
の
財
源
。
ず
ら
り
と
並

ん
だ
国
民
負
担
増
の
大
問
題
。

国
民
の
大
反
対
で
政
争
の
具
と

な
ら
な
い
よ
う
各
論
は
う
や
む

や
。
明
ら
か
に
国
民
に
背
を
向

け
た
状
況
、
怒
り
す
ら
感
じ

る
。
被
災
地
の
人
々
や
避
難
生

活
の
人
々
の
心
中
を
察
す
る
▼

日
本
の
貧
困
率
が
16
％
と
記
録

を
更
新
し
た
。
先
進
国
の
中
で

も
ダ
ン
ト
ツ
だ
。
子
ど
も
の
貧

困
率
も
上
昇
し
、
社
会
資
源
で

再
配
分
す
る
と
、
よ
り
格
差
が

広
が
る
と
い
う
。
生
活
保
護
者

が
２
０
０
万
人
を
超
え
、
そ
れ

で
も
こ
の
制
度
の
捕
捉
率
は
３

割
程
度
。
今
一
度
考
え
て
み
よ

う
、
政
治
と
は
何
か
、
国
民
を

守
る
と
は
何
か
。
原
発
村
を
作

る
こ
と
で
も
武
器
や
核
兵
器
を

担
ぐ
こ
と
で
も
な
い
。
憲
法
に

基
づ
く
富
の
再
配
分
だ
。 （
無
）

央
市
民
病
院
が
ど
う
な
る
の
か

も
含
め
、
新
し
い
地
域
医
療
を

ど
の
よ
う
に
設
計
す
る
の
か
が

　

県
が
発
表
し
た
「
基
本
構
想

（
案
）」
は
、
医
療
産
業
都
市
と

の
連
携
を
強
く
に
じ
ま
せ
る
表

現
は
あ
る
も
の
の
、「
立
地
場

所
」
と
し
て
は
「
現
地
建
て
替

え
を
含
め
て
検
討
」
と
記
述
。

当
局
内
で
は
す
で
に
方
針
と
し

て
確
認
さ
れ
て
い
る
新
中
央
市

民
病
院
隣
接
地
へ
の
移
転
が
、

一
言
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

県
が
６
月
に
国
に
提
出
し
た

「
地
域
医
療
再
生
計
画（
案
）」で

は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
新

中
央
市
民
病
院
隣
接
地
に
移
転

す
る
と
し
て
申
請
し
な
が
ら
、

県
民
に
対
し
て
は
移
転
方
針
を

隠
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

患
者
に
と
っ
て
も
医
療
担
当

者
に
と
っ
て
も
、
新
中
央
市
民

病
院
に
あ
る
小
児
科
、
産
科
な

ど
の
機
能
と
移
転
後
の
こ
ど
も

病
院
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
調

整
さ
れ
る
か
は
、
移
転
の
中
心

問
題
だ
。
建
替
え
は
、
こ
ど
も

病
院
だ
け
を
取
り
出
し
て
判
断

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
中

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

東日本大震災 被災地訪問者座談会 ４・５面

８面診内研より
虫による皮膚疾患

研
面
究

追悼 蛭田耕平先生 ６面

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

県
が
な
ぜ
現
地
で
の
重
要
情

報
を
隠
し
た
ま
ま
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
の
か
、
協

会
は
県
当
局
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
回
答
を
求
め
て
い
る
。

　

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な

世
界
」
の
実
現
を
め
ざ
す
原
水
爆
禁

止
２
０
１
１
年
世
界
大
会
が
、
８
月

７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
長
崎
市
内

で
開
催
さ
れ
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
川

西
敏
雄
副
理
事
長
、脇
野
耕
一
理
事
、

森
達
也
先
生
ら
が
参
加
。
武
村
義
人

副
理
事
長
と
広
川
恵
一
理
事
か
ら
託

さ
れ
た
折
り
鶴
を
長
崎
平
和
公
園
内

の
平
和
祈
念
像
前
に
供
え
た
。
８
日

に
は
保
団
連
交
流
会
も
行
わ
れ
、
地

元
の
長
崎
協
会
か
ら
鮫
島
千
秋
保
団

連
顧
問
が
あ
い
さ
つ
し
、
本
田
孝
也

同
理
事
が
長
崎
原
爆
の
「
黒
い
雨
」

の
調
査
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

世
界
大
会
は
、
各
国
の
平
和

運
動
団
体
だ
け
で
な
く
、
セ
ル

ジ
オ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
国
連
軍
縮

問
題
担
当
上
級
代
表
が
潘
基
文

国
連
事
務
総
長
の
代
理
と
し
て

出
席
す
る
な
ど
、
世
界
各
国
の

政
府
代
表
・
関
係
者
も
多
数
参

加
し
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
国
際

的
な
機
運
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
核
兵
器
廃
絶
に
と
ど

ま
ら
ず
、
福
島
原
発
事
故
を
受

け
て
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
も

ア
ピ
ー
ル
す
る
歴
史
的
な
大
会

と
な
っ
た
。

　

一
方
、
菅
首
相
は
平
和
式
典

あ
い
さ
つ
で
核
兵
器
の
「『
究

極
的
』
廃
絶
」
と
述
べ
、
事
実

上
、
核
廃
絶
を
棚
上
げ
す
る
か

の
よ
う
な
態
度
を
表
明
し
、
多

く
の
被
爆
者
や
市
民
か
ら
批
判

を
受
け
た
。

　

兵
庫
県
代
表
団
交
流
会
は
、

初
日
の
夕
方
、
諫
早
市
内
で
行

わ
れ
た
。
県
下
各
地
か
ら
活
動

報
告
な
ど
が
あ
り
、
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
た
。

ら
報
道
す
る
記
事
が
多
い
。

原
発
を
停
止
す
る
と
経
済
が

麻
痺
す
る
、
企
業
が
海
外
に

移
転
す
る
、
な
ど
。

　

３
月
11
日
の
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
９
の
大
地
震
で
、
東
日

本
太
平
洋
岸
を
津
波
が
襲

ず
、
水
素
爆
発
が
起
こ
っ

た
。
原
発
の
安
全
神
話
は
、

こ
の
事
故
で
完
全
に
崩
壊
し

た
。

　

原
子
爆
弾
は
、
ア
メ
リ
カ

で
１
９
４
２
年
か
ら
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
計
画
と
し
て
進
め
ら

題
。
原
発
問
題
は
環
境
問

題
、
だ
か
ら
環
境
に
関
す
る

団
体
や
個
人
が
扱
う
テ
ー
マ

―
―

。
歴
史
的
に
、
大
雑
把

に
み
て
、
そ
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
核
兵
器
と
原
発

は
、
ど
ち
ら
も
平
和
問
題
で

環
境
問
題
だ
ろ
う
。

　

核
兵
器
使
用
に
核
実
験
は

必
要
だ
が
、
万
一
使
用
さ
れ

た
ら
大
変
な
環
境
汚
染
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
。
戦
争
に
な

れ
ば
日
本
も
原
発
か
ら
核
兵

　

核
兵
器
廃
絶

は
平
和
の
問

題
、
だ
か
ら
平

和
に
関
す
る
組

織
や
個
人
の
問

器
を
作
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う

し
、
敵
国
は
そ
う
さ
せ
ま
い

と
原
発
を
破
壊
し
よ
う
と
す

る
だ
ろ
う
。

　

今
の
日
本
を
見
て
み
る

と
、
原
発
問
題
を
経
済
面
か

い
、
多
く
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
し
た
。
こ
の
大
震

災
で
福
島
第
一
原
発
は
電
源

喪
失
と
い
う
事
態
に
な
り
、

核
燃
料
棒
お
よ
び
使
用
済
み

核
燃
料
棒
の
冷
却
が
で
き

れ
、
45
年
７
月
16
日
に
初
の

原
爆
実
験
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
ウ
ラ
ン
原
爆
が
45
年

８
月
６
日
広
島
に
、
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
原
爆
が
９
日
長
崎
に

投
下
さ
れ
た
。
日
本
は
敗
戦

後
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
キ
ニ

水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
が

被
爆
し
た
。

　

そ
の
後
、
反
核
運
動
が
盛

ん
に
な
っ
た
が
、
54
年
、
中

曽
根
康
弘
氏
は
原
子
力
開
発

予
算
を
成
立
さ
せ
、
55
年
に

は
日
米
原
子
力
協
定
を
締
結

し
、
原
子
力
発
電
を
導
入
し

た
。

　

一
方
、
反
原
発
の
運
動
も

79
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
、

86
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

事
故
で
高
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
１
年
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
事

故
。
56
年
の
結
成
以
来
、
原

子
力
の
平
和
利
用
を
否
定
し

て
こ
な
か
っ
た
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本

被
団
協
）も
、
国
に
対
し
て
、

６
月
８
日
に
脱
原
発
を
、
７

月
13
日
に
全
原
発
の
停
止
・

廃
止
を
要
求
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
医
師
・
歯
科
医
師

も
、
環
境
、
平
和
と
い
っ
た

垣
根
を
と
り
は
ら
い
、
核
兵

器
廃
絶
と
と
も
に
原
子
力
発

電
の
問
題
も
、
人
類
の
問

題
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構

築
す
る
問
題
と
し
て
、
大
い

に
議
論
し
よ
う
。

地
に
移
転
す
る
と
い
う
最
も
重
要
な
情
報
が
記

載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
協
会
は
８
月
８
日
に
「
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
方
針
を
隠
し
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
中
止
せ
よ
」
と
の
抗
議
声
明

を
県
当
局
に
提
出
し
た
。

県
に
抗
議
声
明
提
出

協会

こども病院建替えパブコメで――

ポーアイ移転計画知らせずポーアイ移転計画知らせず

医
療
産
業
都
市
防
災
計
画

神
戸
市
に
見
直
し
再
要
請

　

協
会
は
、
医
療
産
業
都
市
に

お
け
る
防
災
問
題
に
つ
い
て
見

直
し
を
求
め
る
要
請
を
行
い
、

市
か
ら
い
っ
た
ん
回
答
を
得
た

が
（
７
月
25
日
号
掲
載
）、
一

部
不
明
な
問
題
を
含
め
、
あ
ら

た
め
て
再
要
請
を
８
月
４
日
に

行
っ
た
。

　

要
請
内
容
は
、
以
下
の
５

点
。
第
１
に
、
新
中
央
市
民
病

院
の
周
辺
に
病
院
群
を
集
積
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
デ
メ
リ
ッ

ト
お
よ
び
防
災
面
の
問
題
点
を

明
示
す
る
こ
と
。
第
２
に
、
県

立
こ
ど
も
病
院
の
移
転
に
つ
い

て
、
な
ぜ
移
転
が
必
要
な
の
か

具
体
的
に
示
す
こ
と
。
第
３

に
、
万
が
一
「
想
定
外
」
の
事

態
が
起
こ
っ
た
場
合
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
準
備
を
し
な
く

て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
。
第

４
に
、
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
に
つ

い
て
、
海
外
か
ら
の
来
邦
者
の

検
疫
体
制
、
未
知
の
病
原
体
、

耐
性
菌
の
持
ち
込
み
防
止
策
に

つ
い
て
。
第
５
に
、
近
畿
圏
の

原
発
が
被
災
し
た
場
合
の
防
災

計
画
に
つ
い
て
。

核
兵
器
廃
絶
と
原
発
問
題

持
続
可
能
な
社
会
へ

　

懇
親
会
中
、
郷
地
秀
夫
協
会

副
理
事
長
の
新
著
「
被
爆
者
医

療
か
ら
見
た
原
発
事
故
〜
被
爆

者
２
０
０
０
人
を
診
察
し
た
医

師
の
警
鐘
」
を
紹
介
し
た
私
の

も
と
へ
、
先
生
の
患
者
さ
ん
が

多
数
訪
れ
て
来
ら
れ
た
。「
郷

地
先
生
に
非
常
に
よ
く
し
て
も

ら
っ
て
い
る
」「
原
爆
症
認
定

に
力
添
え
を
も
ら
っ
た
」「
被

爆
者
手
帳
獲
得
に
尽
力
を
い
た

だ
い
た
」
等
々
。「
郷
地
先
生

に
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ

さ
い
」
と
の
内
容
だ
っ
た
。
私

も
「
苦
労
さ
れ
た
あ
な
た
方
が

ぜ
ひ
声
を
大
き
く
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
マ
ス
コ
ミ
・
政
府
に
対

し
て
一
番
大
き
な
影
響
力
と
な

り
ま
す
の
で
」
と
応
え
た
。

　

追
伸　

郷
地
先
生
の
書
籍
普

及
に
際
し
、
協
会
事
務
局
ご
苦

労
様
で
し
た
。
類
似
本
の
多
い

中
で
も
本
書
は
バ
イ
ブ
ル
と
し

て
使
え
る
と
思
い
ま
す
。
在
庫

も
あ
り
ま
す
の
で
事
務
局
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
会
に
参
加
し
た
川
西
副
理
事
長
（
右
）
と
脇
野
理
事
（
左
）

原水爆禁止世界大会in長崎原水爆禁止世界大会in長崎

〝
脱
原
発
〞で
歴
史
的
大
会
に

副
理
事
長　
　

川
西　

敏
雄

参加記

兵
庫
県

被爆者医療から見た原発事故
―被爆者2000人を診察した医師の警鐘―

会員頒価 1000円（税・送料込み）。お求めは ☎078－393－1807 協会事務局まで

被害者から加害者への道を避けるために
被爆者に学び被爆国の自覚を持とう――

郷地秀夫副理事長新著
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会
員
訃
報

蛭
田　

耕
平
先
生

西
脇
市　

外
・
胃
腸
科

７
月
11
日　

享
年
85
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内
■但馬支部■会員懇談会
日　時　９月10日（土）18時30分～
会　場　 養父市・レストラン「ラ・ 

リビエール」
テーマ　やる気を引き出す雇用管理
　　　　トラブル回避のポイント
講　師　桂好志郎社会保険労務士
参加費　5000円

■姫路・西播支部■審査対策研究会
日　時　９月15日（木）15時～
会　場　姫路キャッスルホテル２階
テーマ　レセプト電子送信時代の審
　　　　査対策～支払基金における
　　　　審査の現状と問題点
講　師　支払基金兵庫支部係長
　　　　南　鉄雄氏

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師

（
常
勤
お
よ
び
非
常
勤
）

◇
勤
務
地　

姫
路
市
飾
磨

　

区
英
賀
清
水
町
１
｜
25

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
お
問
い
合
わ
せ
は

　

☎
079
｜
230
｜
６
６
５
５

　

つ
だ
歯
科
ま
で

　

淡
路
支
部
は
７
月
23
日
、
南

あ
わ
じ
市
の
松
葉
寿
司
で
会
員

懇
談
会
を
開
催
し
、
８
人
が
参

加
。「
個
人
診
療
所
・
一
人
医

療
法
人
の
税
務
、
労
務
、
会

計
」
を
テ
ー
マ
に
松
田
力
税
理

士
が
話
題
提
供
し
た
。
参
加
者

の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

壇
上
で
講
師
が
マ
イ
ク
を
持

っ
て
講
演
と
い
う
形
式
で
は
な

く
、
少
人
数
で
講
師
を
囲
ん
で

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
お
話
を

聞
く
と
い
う
形
式
で
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
質
問
も
し
や
す
く
、

ま
た
講
師
の
先
生
に
は
、
飛
び

出
し
た
た
く
さ
ん
の
質
問
に
対

し
て
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
け

た
の
で
、
大
変
有
意
義
な
会
員

懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

項
目
と
し
て
は
、
①
税
理
士

と
の
付
き
合
い
方
、
②
節
税
対

策
、
③
労
働
保
険
・
社
会
保
険

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

で
き
る
だ
け
節
税
を
し
た
い

と
い
う
の
は
、
会
員
の
み
な
さ

ん
の
希
望
だ
と
思
い
ま
す
が
、

一
番
的
を
射
た
講
師
の
ご
意
見

と
し
て
印
象
に
残
っ
た
の
は

「
①
院
長
先
生
も
１
人
の
経
営

者
。
最
低
限
の
税
務
、
労
務
、

会
計
の
知
識
は

必
要
。
最
低
限

の
知
識
が
あ
る

だ
け
で
、
税
理

士
・
社
労
士
と

の
意
思
疎
通
が

格
段
に
良
く
な

る
。
す
べ
て
お

任
せ
は
非
常
に

危
険
。
後
で

『
こ
ん
な
は
ず

で
は
な
か
っ

た
』
と
な
る
。

②
税
理
士
は
経

営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
で
は
な

い
。
１
人
の
税

理
士
事
務
所
の
経
営
者
で
あ

る
。
数
字
に
は
強
い
の
で
、
数

字
を
基
に
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
は

で
き
る
が
、
過
度
の
期
待
は
禁

物
。
一
つ
の
意
見
程
度
に
聞
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
ま
で
税
理
士
に

任
せ
き
り
に
し
て
い
た
私
に
は

耳
の
痛
い
言
葉
で
し
た
。

　

税
理
士
に
も
専
門
性
が
あ
っ

て
、
税
理
士
試
験
に
は
11
科
目

あ
る
そ
う
で
す
が
、
す
べ
て
の

試
験
を
合
格
し
て
い
な
く
て
も

税
理
士
の
仕
事
が
で
き
る
そ
う

で
す
。
例
え
ば
、
相
続
税
の
試

験
を
合
格
し
て
い
な
い
税
理
士

に
相
続
の
仕
事
を
依
頼
す
る
の

は
、
無
資
格
の
人
に
依
頼
す
る

の
と
同
じ
で
あ
る
、
と
い
う
話

に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

重
要
な
事
項
の
決
定
に
際
し

て
は
担
当
の
税
理
士
に
す
べ
て

を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
依
頼
す
る

こ
と
も
必
要
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

 
【
淡
路
市　

粟
田　

哲
司
】

淡
路
支
部　

会
員
懇
談
会

淡
路
支
部　

会
員
懇
談
会

税
理
士
任
せ
に
せ
ず

最
低
限
の
知
識
を

感 想 文西
宮
西
宮
・・
芦
屋
支
部　

総
会

芦
屋
支
部　

総
会
・・
記
念
講
演

記
念
講
演

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
き
る

自
然
環
境
の
保
護
を

感 想 文

　

尼
崎
支
部
は
７
月
16
日
、
尼

崎
労
働
福
祉
会
館
で
第
40
回
支

部
総
会
を
開
催
。
記
念
企
画

「
祝
の
島
」
上
映
会
に
は
会
員

医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
・
市
民

ら
75
人
が
参
加
し
た
。

　

役
員
改
選
で

は
、
新
た
に
評
議

員
に
大
原
知
樹
先

生
、
予
備
評
議
員

に
大
塚
誠
治
先

生
、
支
部
幹
事
に

今
北
正
道
先
生
、

合
志
明
彦
先
生
、

細
見
基
信
先
生
、

両
角
隆
一
先
生
を

選
出
し
た
。

　

映
画
「
祝
の

島
」
は
、
１
９
８

２
年
に
原
子
力
発

電
所
の
建
設
計
画

が
持
ち
上
が
っ
て

以
来
、
29
年
間
も

反
対
運
動
を
続
け
る
山
口
県
上

関
町
祝
島
の
島
民
の
生
活
や
生

き
様
を
描
い
た
も
の
。
生
活
の

糧
で
あ
る
「
宝
の
海
」
が
汚
染

さ
れ
る
こ
と
へ
の
憤
り
や
、
自

然
だ
け
で
な
く
島
の
人
間
関
係

を
も
壊
し
て
い
っ
た
こ
と
へ
の

住
民
の
深
い
悲
し
み
が
淡
々
と

語
ら
れ
、
参
加
者
の
胸
を
打
っ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
先
祖
か
ら

受
け
継
い
だ
美
し
い
海
を
子
、

孫
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う
島

民
の
想
い
が
よ
く
わ
か
っ
た
」

「
自
然
を
糧
に
生
き
る
人
々
と

不
自
然
の
象
徴
の
よ
う
な
原
発

と
の
対
比
が
島
の
生
活
を
淡
々

と
描
く
こ
と
で
浮
き
彫
り
に
な

り
良
か
っ
た
」「
反
対
の
人
も

推
進
の
人
も
、
い
ろ
い
ろ
理
由

が
あ
る
が
友
達
や
親
戚
の
人
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
の

が
本
当
に
残
酷
だ
と
思
っ
た
。

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

々
に
観
て
ほ
し
い
」
な
ど
多
数

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
好
評
を

得
た
。

　

亀
崎
先
生
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

生
態
と
行
動
に
つ
い
て
、
楽
し

く
、
分
か
り
や
す
く
お
話
く
だ

さ
っ
た
。

　

バ
リ
ト
ン
の
す
て
き
な
声
色

で
、
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
全

国
を
転
々
と
し
た
自
分
の
生
い

立
ち
を
説
明
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
よ
り
、

生
き
物
を
眺
め
て
い
る
の
が
好

き
だ
っ
た
亀
崎
少
年
は
、
転
勤

先
で
次
々
と
海
岸
が
埋
め
立
て

ら
れ
る
の
を
見
て
、
自
然
破
壊

を
嘆
く
作
文
を
書
い
た
。
時
は

日
本
の
経
済
成
長
時
代
。
担
任

は
少
年
を
呼
び
出
し
叱
責
し
た

そ
う
だ
が
、
理
科
の
先
生
が
気

持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
た
こ
と

が
、
現
在
の
亀
崎
園
長
の
将
来

を
決
定
し
た
そ
う
だ
。

　

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
を
卒

業
後
、
名
古
屋
鉄
道
に
入
社
。

八
重
島
海
中
公
園
研
究
所
に
派

遣
さ
れ
、
初
め
て
見
た
産
卵
で

出
て
き
た
子
ガ
メ
が
、
タ
イ
マ

イ
と
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
雑
種
だ

っ
た
こ
と
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
の
進

化
の
謎
に
興
味
を
覚
え
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
虜
に
。
４
年
後
、
京
都

大
学
理
学
部
動
物
学
教
室
に
入

ら
れ
、
本
格
的
に
研
究
を
ス
タ

ー
ト
す
る
。

　

人
間
の
誕
生
は
６
〜
７
百
万

年
前
だ
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
２
億

年
前
か
ら
生
存
し
て
お
り
、
し

か
も
、
６
百
万
年
前
か
ら
現
在

の
姿
の
ま
ま
だ
そ
う
。
ま
こ
と

に
不
思
議
な
動
物
で
、
そ
の
生

態
は
い
ま
だ
十

分
に
は
分
か
っ

て
い
な
い
そ
う

だ
。

　

先
生
は
、
全

て
の
人
に
ウ
ミ

ガ
メ
の
調
査
に

参
画
し
て
も
ら

お
う
と
、
１
９

９
０
年
８
月
に

「
日
本
ウ
ミ
ガ

メ
協
議
会
」
を

設
立
。
現
在
、

い
ろ
ん
な
職
種
の
会
員
が
１
２

０
０
人
お
ら
れ
、
時
間
に
関
係

な
く
情
報
が
飛
び
込
ん
で
く
る

と
い
う
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
数
は
減
少
し
、

ま
た
産
卵
地
で
あ
る
砂
浜
も
著

し
く
悪
化
し
て
い
る
。
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
に
電
波
発
信
機
を
取
り

付
け
、
衛
星
追
跡
に
よ
る
調
査

も
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

砂
浜
で
生
ま
れ
た
小
亀
が
海

に
一
生
懸
命
に
向
か
う
姿
は
テ

レ
ビ
な
ど
で
も
見
る
が
、
人
間

が
良
か
れ
と
海
に
持
ち
運
ん
で

や
る
の
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
行
動

様
式
を
理
解
し
な
い
対
応
だ
そ

う
だ
。
小
亀
は
産
卵
の
場
所
か

ら
海
に
向
か
う
過
程
で
磁
場
を

会
得
す
る
の
で
、
一
瞬
の
う
ち

に
海
に
放
す
と
将
来
生
き
て
い

け
な
い
そ
う
だ
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
は
１
度
の
産
卵
で

１
０
０
個
以
上
の
卵
を
産
む

が
、
海
に
た
ど
り
着
い
て
も
多

く
が
魚
に
食
べ
ら
れ
、
１
年
以

上
生
き
続
け
ら
れ
る
の
は
ご
く

わ
ず
か
。
成
長
し
た
カ
メ
も
、

外
海
で
漁
業
用
の
網
に
引
っ
か

っ
た
り
、
汚
染
な
ど
で
死
亡
す

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
困
難

を
乗
り
越
え
た
数
少
な
い
ウ
ミ

ガ
メ
し
か
命
を
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
そ
う
だ
。

　

護
岸
工
事
で
砂
浜
が
減
り
、

地
方
の
健
全
な
文
化
「
人
と
海

と
の
繋
が
り
」
も
崩
れ
つ
つ
あ

る
と
強
く
嘆
か
れ
て
お
ら
れ

た
。
亀
崎
先
生
は
、
自
然
の
中

に
た
た
ず
む
生
物
の
美
し
さ
を

守
る
た
め
、
自
然
環
境
の
保
護

を
訴
え
続
け
て
お
ら
れ
る
。

　

来
園
時
は
、
気
軽
に
園
長
を

お
呼
び
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ

た
。
特
に
今
、
大
き
い
ア
ナ
コ

ン
ダ
が
い
る
そ
う
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
90
分
だ
っ

た
。

 

【
西
宮
市　

林
田　

英
隆
】

「
子
孫
に
宝
の
海
を
」

島
民
の
信
念
に
感
銘

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
23
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
で
支

部
総
会
を
開
催
。
役
員
改
選
で
は
、
評
議
員
に
大
森
公
之
助

先
生
、
予
備
評
議
員
に
大
西
正
孝
先
生
、
世
話
人
に
大
森
公

之
助
、
藤
森
永
二
郎
、
村
上
博
、
安
岡
眞
奈
美
各
先
生
が
新

た
に
選
出
さ
れ
た
。
神
戸
市
立
須
磨
海
浜
水
族
園
園
長
の
亀

崎
直
樹
氏
を
迎
え
た
記
念
市
民
公
開
講
演
会
「
ウ
ミ
ガ
メ
を

学
ん
で
人
間
を
知
ろ
う
！
」
に
は
、
市
民
ら
１
２
０
人
が
参

加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

尼
崎
支
部　

総
会

尼
崎
支
部　

総
会
・・
記
念
企
画

記
念
企
画

■北阪神支部■経営対策研究会
日　時　９月17日（土）15時～
会　場　いたみホール５階会議室１
テーマ　医療機関で使えそうな…
　　　　雇用助成金～賃金計算も含めて
講　師　桂労務社会保険総合事務所
　　　　桂好志郎氏

■加古川・高砂支部■接遇研修会
日　時　９月24日（土）14時30分～
会　場　加古川プラザホテル２階
テーマ　あなたらしさを接遇に生か
　　　　す～相手を理解し自分を知
　　　　るコミュニケーション～
講　師　 兵庫医科大学実践医療コミュ 

ニケーション学講座助教
　　　　森藤ちひろ氏
参加費　1000円（受講証を発行）

ざっくばらんな意見交換が行われた

原発建設計画に反対し続けた人々を描く

須
磨
海
浜
水
族
園
園
長
の
亀
崎
氏
が
講
演



２０１１年(平成２３年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６６３号（３）

　

会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
こ
の
た
び
、
副
理
事
長
の

一
角
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
郷
地
秀
夫
で
す
。

　

就
任
に
際
し
、
少
し
自
己
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自

分
か
ら
見
る
、
私
の
一
番
の
特

徴
は
、
長
所
で
も
あ
り
、
短
所

で
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

「
批
判
す
る
の
が
得
意
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
30
秒
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
３
カ
所
の
問

題
点
を
指
摘
す
る
な
ど
、
た
わ

い
も
な
い
も
の
ま
で
含
め
、
矛

盾
や
問
題
点
が
目
に
つ
い
て
仕

方
の
な
い
人
間
で
す
。
一
言
で

言
え
ば
「
文
句
言
い
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
私
が
子
ど
も
の
頃

か
ら
、
母
親
に
褒
め
ら
れ
た
こ

と
が
な
く
、
い
つ
も
批
判
さ

れ
、
改
善
す
べ
き
点
を
指
摘
さ

れ
て
、
育
っ
て
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
１
０
０
点
を
と
っ

て
も
「
続
け
な
け
れ
ば
意
味
が

批
判
精
神
生
か
し
て

副
理
事
長　
　

郷
地　

秀
夫
（
中
央
区
）

④④

新
役
員
か
ら
の

新
役
員
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

な
い
」
と
言
わ
れ
、
一
番
に
な

っ
て
も
「
成
績
は
、
人
と
比
べ

て
自
慢
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
」
と
言
わ
れ
て
、
い
つ
も

課
題
を
与
え
ら
れ
て
育
っ
て
き

ま
し
た
。

　

55
才
で
母
は
他
界
し
ま
し
た

が
、
私
に
は
母
に
褒
め
ら
れ
た

記
憶
が
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
そ
ん
な
厳
し
さ
の

愛
に
、
い
つ
も
暖
か
く
包
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
、
そ
ん
な
母
親

が
大
好
き
で
し
た
。

　

そ
れ
で
、
人
の
問
題
点
を
見

つ
け
た
ら
、
そ
れ
を
教
え
て
あ

げ
る
こ
と
が
思
い
や
り
で
あ
る

と
思
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
孤
独
な
人
生
を
送

っ
て
き
ま
し
た
が
、
無
事
、
結

婚
で
き
て
、
２
人
の
子
ど
も
と

３
人
の
孫
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
た
び
は
、
文
句
を
聞
く

立
場
に
な
り
、
こ
れ
も
人
生
の

修
行
と
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
お
手
柔
ら
か
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い

理
事　
　

西
村　

正
二
（
加
古
川
市
）

　

加
古
川
市
で
開
業
し
て
お
り

ま
す
西
村
と
申
し
ま
す
。
こ
の

た
び
、
新
た
に
理
事
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

微
力
な
が
ら
、
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
出
席　

29
人

◇
情
勢　

①
岩
手
、
宮
城
、
福

島
３
県
の
被
災
42
市
町
村
に
あ

る
介
護
施
設
で
、
震
災
は
生
き

延
び
た
が
体
調
が
悪
化
し
、
５

月
末
ま
で
に
少
な
く
と
も
６
１

６
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
。
津
波
な
ど
で
１

千
人
以
上
の
死
者
が
出
た
市
町

村
の
介
護
施
設
で
は
、
昨
年
同

期
の
３
・
５
倍
の
死
者
が
出
て

お
り
、
多
く
が
震
災
関
連
死
と

思
わ
れ
る
。
②
九
電
玄
海
原
発

の
運
転
再
開
に
向
け
た
経
産
省

主
催
「
説
明
番
組
」
で
、
九
電

が
関
連
会
社
の
社
員
に
再
開
支

持
の
「
や
ら
せ
メ
ー
ル
」
を
組

織
し
て
い
た
こ
と
が
、
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
の
ス
ク
ー
プ
で
明
ら
か

に
。
③
権
丈
善
一
慶
大
教
授
は

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
」
で
盛
り
込
ま
れ
た
消
費
税

増
税
５
％
で
は
「
社
会
保
障
の

機
能
強
化
に
は
１
％
程
度
し
か

回
ら
な
い
」
と
し
、
さ
ら
な
る

負
担
増
が
必
要
と
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

県
立
こ
ど

も
病
院
移
転
問
題
に
対
す
る
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
関
係
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
地
域
住
民
署

名
、
市
町
議
会
請
願
な
ど
、
移

転
中
止
を
求
め
る
反
対
運
動
を

実
施
す
る
。

◇
春
の
組
織
強
化
月
間
・
共
済

普
及
結
果　

実
増
29
人
で
６
９

６
０
人
、
過
去
最
高
の
会
員

数
。
共
済
普
及
で
は
「
年
金
」

月
払
・
一
時
払
と
も
に
全
国
１

位
。「
グ
ル
ー
プ
」「
所
得
補

償
」
い
ず
れ
も
普
及
目
標
を
超

過
達
成
。

◇
東
日
本
大
震
災
救
援
対
策　

清
水
、
広
川
両
理
事
が
７
／
16

〜
被
災
地
訪
問
。
医
療
支
援
参

加
医
師
に
よ
る
座
談
会
を
保
険

医
新
聞
に
掲
載
予
定
。
募
金
到

達
３
４
３
人
１
３
４
０
万
円
。

 

（
７
月
23
日
理
事
会
よ
り
）

え
て
い
た
だ
き
、
す
ご
く
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
で
し

た
。
一
時
的
に
痛
み
を
止
め
、

効
果
も
２
〜
３
時
間
ほ
ど
な
ら

ば
、
そ
の
場
し
の
ぎ
で
し
か
な

い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

よ
く
、
首
の
付
け
根
に
絆
創

膏
を
貼
っ
て
い
る
、
星
状
交
感

神
経
節
に
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
を
し

た
の
か
と
思
わ
れ
る
患
者
様
が

い
ま
す
。
痛
み
が
な
か
な
か
と

れ
ず
、
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
も
一
時

し
の
ぎ
だ
と
思
っ
て
い
る
患
者

様
に
も
、
こ
れ
か
ら
は
も
う
少

し
上
手
に
説
明
し
て
あ
げ
て
、

患
者
様
が
前
向
き
に
治
療
に
取

り
組
め
る
よ
う
お
手
伝
い
が
で

き
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
新
薬
も
出
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
痛
み
に
悩
ん
で
い

る
患
者
様
が
、
少
し
で
も
痛
み

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
良
く
な
っ

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で

す
。

　

今
回
の
勉
強
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
日
々
の
業
務
で

患
者
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
中
央
区
・
薬
剤
師

 

與
市　

幸
恵
】

　

し
か
し
、
痛
み

の
悪
循
環
（
痛
み

が
強
い
↓
交
感
神

経
亢
進
↓
血
管
収

縮
・
発
痛
物
質
増

↓
血
流
悪
く
な
る

↓
発
病
物
質
留
ま

る
）
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
で
、

患
者
の
状
態
を
少

し
ず
つ
和
ら
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き

る
と
は
、
す
ご
く

納
得
の
い
く
治
療

法
な
ん
だ
と
思
え

ま
し
た
。

ュ
ー
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
調
べ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
痛
み
の

分
類
や
慢
性
疼
痛
が
ど
う
い
っ

た
も
の
か
、
今
回
の
講
義
で
教

　

薬
科
部
は
、
７
月
９
日
に
県

農
業
会
館
で
、
薬
科
部
研
究
会

「
慢
性
難
治
性
疼
痛
に
対
す
る

薬
物
療
法
に
つ
い
て
」
を
開
催

し
た
。
神
戸
大
学
医
学
部
付
属

病
院
麻
酔
科
講
師
の
高
雄
由
美

子
先
生
が
講
師
を
つ
と
め
、
１

２
０
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

私
の
働
く
薬
局
は
、
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
門
前
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
駅
前
と
い
う
立
地

の
良
さ
か
ら
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
か
か
っ
て
い
る
慢
性
疼

痛
の
患
者
様
が
よ
く
来
ら
れ
ま

す
。

　

そ
う
い
っ
た
患
者
様
に
使
わ

れ
る
薬
が
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
は
、
添
付
文
書
や
イ
ン
タ
ビ

慢性痛の分類や薬剤について学んだ

と
し
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｉ
（
歯
磨
き
指

導
）
は
二
の
次
と
い
う
よ
う

に
、
患
者
さ
ん
の
口
腔
内
を
歯

科
衛
生
士
が
管
理
し
て
い
く
も

の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
歯
科
医
院
に
就
職

し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
だ
け
で
歯

周
病
を
治
す
と
い
う
こ
と
を
初

め
て
知
り
、
そ
こ
で
改
め
て
Ｔ

き
、
毛
先
磨
き
と
食
事
指
導
だ

け
で
口
腔
内
の
状
態
が
改
善
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
食

事
指
導
の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

食
事
記
録
は
、
た
だ
私
た
ち

歯
科
衛
生
士
が
把
握
す
る
た
め

の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
患
者

さ
ん
自
身
が
自
分
の
食
生
活
の

問
題
点
な
ど
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
私
が

今
後
働
い
て
い
く
中
で
と
て
も

大
切
な
内
容
と
な
り
、
今
後
の

自
分
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
確

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す

が
、
歯
周
病
な
ど
で
お
困
り
の

患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
必

要
と
さ
れ
る
歯
科
衛
生
士
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
姫
路
市
・
山
田
歯
科
医
院

歯
科
衛
生
士　

山
本　

麻
菜
】

Ｂ
Ｉ
の
大
切
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
半
信
半
疑
な

気
持
ち
が
ま
だ
あ
り
、
自

分
の
中
で
葛
藤
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
気
持
ち
の

ま
ま
、
実
際
に
働
い
て
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
の
威
力
を
数

多
く
経
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
、
食
事
を
変
え
た
だ

け
で
真
っ
赤
だ
っ
た
歯
肉

が
き
れ
い
な
ピ
ン
ク
色
に

な
っ
て
い
っ
た
症
例
な

ど
、
多
く
見
せ
て
い
た
だ

　

私
は
今
年
３
月
に
歯
科
衛
生

士
学
校
を
卒
業
し
、
晴
れ
て
歯

科
衛
生
士
に
な
り
、
４
月
か
ら

現
在
働
い
て
い
る
姫
路
の
山
田

歯
科
医
院
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

学
校
に
通
っ
て
い
た
３
年
間

で
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ
（
ル
ー
ト
・
プ

レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
な
ど
技
術
的
な
こ
と
を
主
体

　

歯
科
部
会
は
６
月
26
日
に
県

農
業
会
館
で
、
定
例
研
究
会

「
歯
科
臨
床
に
お
け
る
食
事
指

導
の
可
能
性
を
求
め
て―

歯
周

病
治
療
や
齲
蝕
治
療
を
効
果
的

に
す
る
た
め
に
」
を
開
催
。
横

浜
市
・
丸
森
歯
科
医
院
院
長
の

丸
森
英
史
先
生
と
歯
科
衛
生
士

の
丸
森
郁
美
氏
を
講
師
に
、
１

４
３
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

会員・スタッフら143人が参加

淡
路
支
部
と
の
パ
イ
プ
役
に

理
事　
　

橋
田　

友
孝
（
南
あ
わ
じ
市
）

　

こ
の
た
び
、
諸
般
の
事
情
か

ら
理
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

何
も
か
も
不
十
分
で
、
健
康

だ
け
が
と
り
え
で
す
が
、
理
事

と
し
て
、
協
会
と
淡
路
支
部
と

の
パ
イ
プ
役
を
務
め
ら
れ
れ
ば

と
念
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

薬
科
部
研
究
会
・
慢
性
難
治
性
疼
痛

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
の

効
果
に
納
得

感 想 文

協会は８月１日、池内理事長名で下記の抗議文を関係機関へ送付した。

アメリカ合衆国大統領
バラク・フセイン・オバマ様
 2011年８月１日
 兵庫県保険医協会
 理事長　池内　春樹

貴国の核実験の強行に抗議する
　新聞報道等によれば、貴国は、昨年12月と今年２月の２回、臨界前核実験を行
ったことが明らかになった。核兵器の保持と新たな開発につながる核実験を強行
したことに強い抗議の意志を表明する。貴国が未臨界核実験を実施したことは、
明らかに「核兵器のない世界」に逆行するもので、被爆者をはじめ核兵器廃絶を
切望する世界の多くの人々の期待や願いを裏切るものである。
　この間、貴国は昨年５月に行われたＮＰＴ再検討会議で、「核兵器のない世界
の平和と安全を達成する」ことを目標とする最終文書に賛成した。また、大統領
は、昨年４月、核兵器を使用した唯一の国としての「道義的責任」にふれて、
「核兵器のない世界」のための行動を呼びかけ、ノーベル平和賞を受賞した。
　今回の未臨界核実験は、貴国のこうした「核兵器のない世界」に向けた動きと
も大きく矛盾するものである。
　日本では、東日本大震災・津波被災とそれによって引き起こされた東電福島原
発の爆発・炉心溶融事故で放射性物質が大量に大気中に飛散し、住民が住み慣れ
た土地を追われ、いつ帰れるともわからない不安な生活を強いられており、あら
ためて放射線がもたらす事態の深刻さを全世界に知らしめることになった。
　われわれは、世界中の医師たちとともに、核兵器を「人類を滅亡させる兵器」
と位置づけ、その全廃を求めてきた。65年前に広島・長崎に投下された原子爆弾
が、未曾有の惨禍をもたらし、今なお被爆者に、救いがたい健康被害と苦痛をも
たらしている現状を直視すべきである。
　今後、爆発を伴わない実験であれ、未臨界核実験であれ、いっさいの核兵器実
験・開発計画を即時中止するとともに、核兵器廃絶条約の締結の協議開始などの
イニシアティブを発揮することを強く要請するものである。

歯科定例研究会

感
想
文

再認識した歯磨きと
食事指導の大切さ
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　会員の皆さま。東日本大震
災被災地では、今なお多くの
被災者が、生活再建のめどが
立たず苦しい立場におかれた
ままになっています。阪神・
淡路大震災で全国から支援を
いただいた私たち兵庫協会か
ら、引き続き被災地へ救援募
金を届けましょう。

　本紙に「東日本大震災救援募金」の郵便振込
用紙を同封しております。被災地医療機関の再
建に充てさせていただきますので、皆さまのご
協力を心よりお願い申し上げます。同封の用紙
以外の場合も、「東日本大震災募金」と明記の
上、郵便振込［口座番号00910－2－150366　兵
庫県保険医協会］までお願いいたします。

（
５
面
に
続
く
）

　

武
村　

東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
の
３
月
12
日
の
理
事
会

で
、
協
会
は
当
面
の
被
災
地
支

援
策
な
ど
を
確
認
し
、
被
災
者

支
援
に
全
力
を
あ
げ
て
き
た
。

現
地
で
の
医
療
活
動
に
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
、
今
後
の
復
旧

・
復
興
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

被
災
地
の
課
題
を

ど
う
見
つ
け
る
か

　

井
尻　

５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
川
西
先
生
や
小
寺

先
生
ら
と
被
災
地
入
り
し
た

が
、
依
然
と
し
て
現
地
は
が
れ

き
の
山
だ
っ
た
。
避
難
所
の
方

々
も
将
来
が
見
え
な
い
中
で
生

活
さ
れ
て
い
て
、
疲
れ
切
っ
て

い
た
。
何
も
希
望
が
な
い
と
い

う
様
子
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
た
。
多
く
の
こ
と
が
手
つ

か
ず
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

被
災
地
で
政
府
の
顔
が
全
く
見

え
て
こ
な
か
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
違

い
、
被
害
は
非
常
に
広
範
囲

だ
。
仙
台
市
か
ら
東
松
島
市
や

石
巻
市
ま
で
、
神
戸―

大
阪
間

と
同
じ
く
ら
い
の
40
〜
50
キ
ロ

の
距
離
を
往
復
し
た
だ
け
だ
っ

た
が
、
車
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て

い
る
景
色
が
ず
っ
と
続
い
て
い

た
。
す
ご
い
津
波
だ
っ
た
ん
だ

と
実
感
し
た
。
ヘ
ド
ロ
の
異
臭

も
す
ご
く
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
だ
っ
た
。

　

川
西　

政
府
は
も
っ
と
迅
速

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
被
災
地
の
医
療
支
援
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ
て
い
る
状

況
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し

て
い
た
。
政
府
自
身
に
よ
る
手

立
て
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ

た
。
そ
し
て
現
在
も
同
じ
だ
。

　

小
寺　

北
摂
・
丹
波
支
部
で

中
津
先
生
が
被
災
地
支
援
に
行

か
れ
た
話
を
聞
き
、「
私
も
現

地
に
行
か
な
け
れ
ば
」
と
の
思

い
に
駆
ら
れ
、
川
西
先
生
、
井

尻
先
生
ら
と
共
に
避
難
所
を
回

っ
た
。
医
療
活
動
に
あ
た
っ
て

は
、
兵
庫
や
宮
城
協
会
の
事
務

局
が
現
地
の
医
師
・
歯
科
医
師

に
つ
な
い
で
く
れ
た
こ
と
が
大

変
貴
重
で
助
か
っ
た
。

　

避
難
所
で
は
温
か
い
食
事
は

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
く
ら
い
。
東

北
の
人
の
気
質
か
も
し
れ
な
い

が
、
出
さ
れ
た
ら
全
部
食
べ
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
く
、
結
果
と
し
て
塩
分

の
高
い
も
の
を
食
べ
続
け
る
こ

と
に
な
り
、
血
圧
の
高
い
人
が

多
か
っ
た
。

　

中
津　

震
災
か
ら
１
カ
月
後

く
ら
い
に
宮
城
県
を
訪
問
し

た
。
避
難
所
の
石
巻
高
校
を
訪

れ
血
圧
を
測
っ
た
が
、
皆
、
異

常
に
高
く
、
10
人
ほ
ど
測
っ
て

３
人
が
２
０
０m

m
Hg

を
越
え

て
い
た
。
塩
分
の
高
い
食
事
と

と
も
に
、
余
震
に
よ
る
不
眠
や

ス
ト
レ
ス
の
増
加
、
長
引
く
避

難
生
活
に
よ
る
運
動
不
足
が
大

き
な
要
因
だ
ろ
う
。

　

私
の
診
療
科
で
あ
る
脳
神
経

外
科
の
医
療
支
援
に
つ
い
て
は

当
時
、「
３
カ
月
覚
悟
で
、
で

き
れ
ば
４
カ
月
間
滞
在
で
き
る

人
に
来
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
ド
ク
タ
ー
は
３
カ
月
も
滞

在
で
き
な
い
。
保
険
医
協
会
で

実
施
し
た
短
期
間
の
「
弾
丸
ツ

ア
ー
」
の
形
で
も
、
ま
と
ま
っ

た
人
数
で
発
災
直
後
の
早
い
時

期
に
行
け
ば
、
十
分
に
支
援
活

動
が
で
き
る
と
思
っ
た
。「
医

者
が
来
る
よ
り
イ
ン
フ
ラ
を
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
が
、
避
難
所
は

「
歯
科
医
療
は
足
り
て
い
る
」

と
い
う
事
前
情
報
と
は
全
然
違

い
、
圧
倒
的
に
マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
足
し
て
い
た
。
今
振
り
返
っ

て
、
発
災
か
ら
１
カ
月
前
後
の

早
い
段
階
で
、
も
っ
と
大
量
に

医
師
・
歯
科
医
師
を
投
入
で
き

な
か
っ
た
か
と
強
く
思
う
。

　

加
藤　

私
は
震
災
１
カ
月
後

く
ら
い
に
近
畿
の
歯
科
医
師
の

先
生
方
や
中
津
先
生
と
共
に
被

災
地
を
訪
問
し
た
が
、
石
巻
市

は
街
ご
と
壊
滅
状
態
だ
っ
た
。

避
難
所
の
被
災
者
の
口
腔
内
の

状
態
は
、
非
常
に
問
題
の
あ
る

人
が
多
か
っ
た
。
中
津
先
生
が

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
行
く
前
は

歯
科
医
療
の
需
要
は
あ
ま
り
な

い
と
聞
い
て
い
た
。
し
か
し
避

難
所
で
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
声

を
か
け
て
回
る
と
、
歯
茎
が
腫

れ
て
食
事
が
で
き
な
い
な
ど
、

問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
か

肺
炎
の
防
止
に
は
口
腔

ケ
ア
が
大
切
だ
と
声
を

か
け
て
回
っ
た
。
神
戸

か
ら
来
た
と
あ
い
さ
つ

す
る
と
、「
遠
い
所
か

ら
よ
く
来
て
く
れ
た
」

「
神
戸
も
大
変
だ
っ
た

で
し
ょ
う
」
と
温
か
い

言
葉
を
返
し
て
く
れ

た
。
大
地
震
を
体
験
し

た
者
同
士
と
し
て
、
初

対
面
で
も
話
し
や
す
い

雰
囲
気
が
で
き
た
。

　

広
川　

３
月
と
４
月

に
、
被
災
地
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
最

初
の
被
災
地
訪
問
で
宮

城
県
塩
釜
市
の
坂
総
合

病
院
の
医
師
に
話
を
聞

い
て
驚
い
た
の
は
、
搬

送
さ
れ
て
き
た
人
た
ち

に
低
体
温
の
人
が
多
か

っ
た
こ
と
だ
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
と
き
に

は
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
東
北
は
寒
い
時
期
で
、
津

波
被
害
の
中
で
灯
油
不
足
で
暖

房
も
な
く
、
毛
布
も
足
り
て
い

な
か
っ
た
た
め
だ
。

　

被
災
地
は
日
々
変
化
し
、
課

題
や
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
い

く
。
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅

へ
、
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅

へ
と
被
災
者
の
生
活
の
場
は
移

っ
て
い
く
が
、
敏
感
に
課
題
を

先
取
り
し
な
が
ら
対
策
を
と
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
避
難

所
・
仮
設
住
宅
で
の
課
題
は
、

何
よ
り
も
二
次
災
害
と
し
て
の

「
避
け
ら
れ
る
死
」
を
防
ぐ
こ

と
だ
。

　

仮
設
住
宅
に
入
っ
て
い
る
人

た
ち
に
温
泉
で
休
ん
で
も
ら
お

う
と
青
森
協
会
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
ほ
っ
と
一
息
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
私
も
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
被
災
者
の
人
た
ち
の
血

圧
を
測
ら
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

中
津
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に

１
８
０
か
ら
２
０
０
以
上
の
人

が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
の
状
態

が
続
く
と
、
今
後
、
脳
血
管
障

害
の
人
が
増
え
て
く
る
恐
れ
が

あ
る
。
血
圧
は
誰
で
も
測
れ
る

の
で
、
血
圧
測
定
を
入
口
に
し

て
、
被
災
者
の
健
康
状
態
を
見

直
し
生
活
改
善
を
し
て
い
く
、

食
事
を
改
善
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
今
後
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

　

井
尻　

新
聞
に
「
介
護
施
設 

被
災
後
死
亡
２
倍
」
と
い
う
記

事
が
あ
っ
た
。
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
被
災
42
市
町
村
の
介
護

施
設
で
、
震
災
は
生
き
延
び
た

が
体
調
悪
化
な
ど
で
亡
く
な
る

方
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。
阪

神
・
淡
路
で
は
多
数
の
震
災
関

連
死
が
出
た
。
避
難
所
で
の
関

連
死
だ
け
で
な
く
、
要
介
護
者

な
ど
が
多
く
搬
送
さ
れ
て
い
る

介
護
施
設
で
「
避
け
ら
れ
る

死
」
を
な
く
す
こ
と
も
大
き
な

課
題
だ
ろ
う
。

　

広
川　

支
援
者
の
あ
り
方
と

し
て
大
事
な
こ
と
は
、
被
災
地

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
存

在
で
あ
る
こ
と
、
支
援
活
動
が

被
災
地
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
被

災
地
の
人
々
の
話
を
聞
か
せ
て

も
ら
い
教
え
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
の
な
か
で
学
ば
せ
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
。

　

同
時
に
、
被
災
地
の
人
々

は
、
外
部
か
ら
「
し
て
も
ら

う
」
と
い
う
存
在
で
は
な
く
、

全
国
か
ら
の
支
援
が
円
滑
に
進

ん
で
い
く
た
め
に
力
を
発
揮
す

る
と
い
う
大
切
な
役
割
が
あ

る
。
地
域
の
人
々
と
外
部
か
ら

の
人
々
の
相
互
関
係
を
正
し
く

と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
地

域
の
人
々
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
と
思
う
。

　

被
災
者
に
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
、
医
療
に
つ
な

ぐ
こ
と
な
ど
、
被
災
地
の
な
か

で
の
看
護
師
の
役
割
は
大
き

い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も

看
護
師
に
よ
る
避
難
所
訪
問
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
柱

は
、
被
災
者
の
感
情
の
表
現
を

支
え
る
こ
と
、
適
切
な
看
護
ケ

ア
を
行
い
、
必
要
な
人
に
は
医

療
機
関
へ
の
受
診
を
促
し
そ
れ

を
支
え
る
こ
と
、
こ
の
３
点
で

あ
っ
た
。

被
災
医
療
機
関
の

再
建
の
た
め
に
は

　

中
津　

医
療
支
援
に
あ
た
っ

て
は
、
災
害
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
も
と
で
エ
リ
ア
ご
と
に
活

動
す
る
の
も
大
事
だ
が
、
で
き

れ
ば
、
被
災
し
た
地
元
開
業
医

の
も
と
で
巡
回
し
、
被
災
者
の

須磨区・歯科

加藤　擁一先生 っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

と
き
も
、
口
腔
内
に
限
ら
ず
以

前
か
ら
抱
え
て
い
た
病
気
が
、

環
境
の
激
変
で
悪
化
す
る
こ
と

が
よ
く
見
ら
れ
た
。
歯
ブ
ラ
シ

も
行
き
渡
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
個
々
の
避
難
者
に
聞

く
と
足
り
て
い
な
い
人
も
多

く
、
持
参
し
た
義
歯
洗
浄
剤
は

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ

た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き

も
歯
科
医
療
の
た
め
に
避
難
所

を
回
っ
た
が
、
当
時
と
同
じ
よ

う
な
状
況
だ
っ
た
。
今
回
、
震

災
関
連
死
に
つ
な
が
る
誤
嚥
性

三田市

中津　正二先生

西宮市

広川　恵一先生

司　会

武村　義人副理事長

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
発
生
後
、
医
療
活
動
の
た

め
被
災
地
入
り
し
た
先
生
方

に
よ
る
座
談
会
を
、
７
月
９

日
に
協
会
会
議
室
で
行
っ

た
。
出
席
者
は
、
広
川
恵
一

理
事
、
加
藤
擁
一
副
理
事

長
、
中
津
正
二
先
生
、
川
西

敏
雄
副
理
事
長
、
井
尻
博
和

評
議
員
、
小
寺
修
先
生
、
司

会
は
武
村
義
人
副
理
事
長
が

務
め
、
現
地
で
の
医
療
活
動

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や
被

災
地
の
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

の教訓を今こその教訓を今こそ
東日本大震災特集東日本大震災特集

被災地訪問者座談会被災地訪問者座談会

理事長
池内　春樹

東日本大震災救援募金に
引き続きご協力ください
本紙に振込用紙を同封
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（
４
面
の
続
き
）

三田市・歯科

小寺　　修先生

北区・歯科

井尻　博和先生

中央区・歯科

川西　敏雄先生

診
で
き
る
こ
と
や
、
免
除
機
関

が
来
年
２
月
ま
で
に
拡
大
さ
れ

た
こ
と
な
ど
重
要
な
情
報
が
欠

落
し
て
い
た
こ
と
な
ど
は
一
例

だ
。

　

加
藤　

阪
神
・
淡
路
の
と

き
、
被
災
者
が
求
め
た
の
は
何

よ
り
も
個
人
補
償
だ
っ
た
。
家

屋
が
潰
れ
た
被
災
者
は
、「
こ

ん
な
と
き
こ
そ
住
宅
再
建
に
税

金
投
入
を
」
と
切
実
に
願
っ
て

い
た
が
、
当
時
の
村
山
首
相
が

「
資
本
主
義
の
国
で
は
個
人
補

償
は
あ
り
え
な
い
」
と
主
張
し

た
よ
う
に
、
国
は
一
貫
し
て

「
自
己
責
任
で
」
と
の
態
度
を

と
っ
た
。
必
要
な
個
人
補
償
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
阪
神

・
淡
路
の
被
災
者
の
多
く
は
今

で
も
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

　

広
川　

阪
神
・
淡
路
の
と
き

と
同
様
に
、
二
重
ロ
ー
ン
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
小

売
業
の
人
た
ち
の
仕
入
債
務
の

こ
と
な
ど
、
社
会
的
に
小
売
業

を
支
え
て
い
く
こ
と
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
暮
ら
し
を

支
え
る
適
切
な
消
費
が
可
能
な

街
づ
く
り
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

中
津　

被
災
地
で
の
消
費
を

　

川
西　

日
本
経
団
連
の
米
倉

会
長
は
、「
復
興
特
区
」
の
設

置
を
提
案
し
て
い
る
。
当
初
か

ら
増
税
あ
り
き
の
政
府
の
復
興

構
想
会
議
が
６
月
末
に
発
表
し

た
「
復
興
へ
の
提
言
」
で
も
、

規
制
緩
和
で
国
内
外
の
大
企
業

誘
致
を
進
め
る
こ
と
や
、
福
島

県
に
医
療
産
業
の
「
特
区
」
を

設
置
す
る
な
ど
と
し
て
い
る
。

大
企
業
中
心
の
、
い
わ
ゆ
る

「
創
造
的
復
興
」
路
線
が
敷
か

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
被
災
者
・
避
難

者
の
方
々
が
中
心
の
施
策
と
言

え
る
だ
ろ
う
か
。
ど
う
み
て

ど
う
支
え
る
か
は
重
要

な
問
題
だ
。
仙
台
市
で

入
っ
た
飲
食
店
の
若
い

女
子
店
員
と
話
を
し
た

が
、
家
を
流
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
で
も
懸
命
に
働
い

て
い
た
。
被
災
者
の
生

活
を
支
え
る
に
は
、
現

地
に
関
わ
る
消
費
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

そ
う
し
な
い
と
、
被
災

者
は
県
外
に
出
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。

　

井
尻　

現
地
で
は
が

れ
き
の
処
理
や
ヘ
ド
ロ

か
き
が
進
ん
で
お
ら
ず

ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
か

っ
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
頼
っ
て
い
る
状
態

だ
っ
た
。
が
れ
き
処
理

や
ヘ
ド
ロ
か
き
の
仕
事

を
被
災
者
に
提
供
し
、

被
災
地
で
生
活
し
て
い

け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
な
い
と
い
け
な
い
。

現
地
の
人
た
ち
が
職
を

得
ら
れ
る
仕
組
み
に
す

る
こ
と
は
、
復
旧
・
復

興
の
一
番
の
原
動
力
に

な
る
だ
ろ
う
。

〝
創
造
的
復
興
〞

押
し
付
け
る
な

被災者の口腔ケアを行う川西（右端）、小寺（中央）、
井尻（左端）各先生（５月４日、石巻市） 　　　　　

避難所で男児を診察する広川先生（３月20日、仙台市）

に
限
ら
れ
、
同
じ
よ
う
に
地
域

医
療
を
支
え
て
い
る
民
間
病
院

・
診
療
所
へ
の
支
援
が
ま
っ
た

く
不
十
分
だ
。
阪
神
・
淡
路
の

と
き
は
「
医
療
施
設
近
代
化
施

設
整
備
事
業
」
の
拡
大
適
用

で
、
民
間
を
含
む
２
３
０
の
医

療
機
関
に
合
計
94
億
円
の
国
庫

補
助
が
行
わ
れ
、
被
災
地
の
医

療
機
能
回
復
に
一
定
の
役
割
を

果
た
し
た
。
被
災
者
が
安
心
し

て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
民
間
医
療
機
関
に
も
迅

速
な
支
援
策
が
必
要
だ
。
と
に

か
く
遅
い
。

　

武
村　

被
災
３
県
は
、
旧
自

公
政
権
時
代
の
「
公
立
病
院
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
病
院
の

統
廃
合
で
、
も
と
も
と
医
師
不

足
が
深
刻
な
地
域
だ
。
震
災
が

地
域
医
療
崩
壊
に
拍
車
を
か
け

た
と
言
え
る
。
政
府
に
よ
る
病

院
の
〝
再
編
・
集
約
化
〞
路
線

を
見
直
し
、
普
段
か
ら
災
害
に

備
え
て
余
裕
の
あ
る
医
療
体
制

を
構
築
す
る
た
め
の
診
療
報
酬

の
改
善
が
必
要
不
可
欠
だ
ろ

う
。生

活
・
営
業
の

再
建
最
優
先
に

　

武
村　

被
災
地
で
は
、
い
ま

だ
に
10
万
人
近
い
住
民
が
不
自

由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
生
活
基
盤
の
回
復

や
仕
事
と
営
業
再
建
の
め
ど
が

立
っ
て
い
な
い
人
た
ち
も
大
勢

い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

経
験
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な

復
興
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

か
。

　

川
西　

政
府
は
被
災
者
を
本

当
に
救
お
う
と
思
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
被
災
者

の
医
療
費
窓
口
一
部
負
担
金
免

除
は
、
当
初
は
対
象
者
を
著
し

く
限
定
し
て
い
た
（
そ
の
後
、

兵
庫
協
会
・
保
団
連
な
ど
の
要

請
で
拡
大
さ
れ
た
）。
政
府
広

報
の
被
災
者
生
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
で
、
保
険
証
が
な
く
て
も
受

も
、
目
線
が
違
う
よ
う
に
感
じ

る
。
今
後
は
、
そ
の
あ
た
り
も

注
視
し
た
い
。

　

加
藤　

上
か
ら
押
し
付
け
る

復
興
施
策
で
は
だ
め
だ
。
最
悪

の
例
が
、
阪
神
・
淡
路
の
震
災

復
興
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た

神
戸
空
港
建
設
と
新
長
田
の
再

開
発
。
黒
字
に
な
る
と
宣
伝
さ

れ
て
い
た
神
戸
空
港
は
結
局
大

赤
字
で
、
神
戸
市
は
市
民
の
税

金
で
穴
埋
め
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
新
長
田
の
再
開
発
事
業

も
、
大
き
な
ビ
ル
は
で
き
た
が

テ
ナ
ン
ト
は
ガ
ラ
ガ
ラ
だ
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
事
業

費
約
16
兆
３
千
億
円
の
う
ち
、

半
分
以
上
の
約
８
兆
３
千
億
円

が
神
戸
空
港
な
ど
被
災
者
支
援

と
は
直
接
関
係
の
な
い
事
業
に

充
て
ら
れ
た
。
東
北
で
も
同
じ

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
私
た
ち
は
「
そ
れ

は
ア
カ
ン
」
と
声
を
大
に
し
て

言
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
住
民

が
再
び
元
の
場
所
で
生
活
で
き

る
街
づ
く
り
を
、
住
民
自
身
の

手
で
進
め
な
い
と
い
け
な
い
。

　

広
川　

発
災
直
後
か
ら
、
地

域
救
援
の
第
一
の
担
い
手
は
地

域
の
住
民
。
諸
救
援
組
織
や
外

部
の
医
療
団
体
が
行
く
以
前
か

ら
、
自
分
た
ち
で
守
り
あ
い
、

が
れ
き
に
埋
も
れ
た
人
や
津
波

で
溺
れ
て
い
る
人
、
低
体
温
と

な
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け
た

の
は
地
域
の
人
々
だ
っ
た
。
救

援
活
動
だ
け
で
な
く
復
旧
・
復

興
の
全
過
程
に
お
い
て
も
、
地

域
の
人
た
ち
が
第
一
の
主
体
だ

と
い
う
こ
と
を
全
国
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
の
役

割
の
一
つ
。

　

「
創
造
的
復
興
」
が
だ
め
と

い
う
の
は
ま
さ
に
そ
の
通
り

で
、
東
北
の
文
化
を
守
る
形
で

の
復
旧
・
復
興
が
な
に
よ
り
も

大
事
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

域
の
人
た
ち
こ
そ
主
人
公
で
あ

る
べ
き
。

　

小
寺　

奥
尻
沖
地
震
や
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
な
ど
で
、
津
波
の

実
態
を
メ
デ
ィ
ア
は
伝
え
て
こ

な
か
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
も
、
鎮
魂
の
行
事
は
報
道
さ

れ
る
が
、
全
国
に
そ
の
教
訓
が

報
道
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の

東
日
本
大
震
災
の
さ
ま
ざ
ま
な

教
訓
も
、
繰
り
返
し
全
国
に
伝

え
て
い
く
べ
き
だ
。

　

武
村　

被
災
者
の
生
活
再
建

へ
国
・
地
方
自
治
体
が
責
任
を

果
た
す
よ
う
求
め
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
「
東
日
本
大
震
災
復

旧
・
復
興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ

ン
タ
ー
」
が
発
足
す
る
な
ど
、

被
災
者
・
被
災
地
が
主
役
の
復

興
を
め
ざ
す
動
き
も
始
ま
っ
て

い
る
。
大
企
業
中
心
の
上
か
ら

の
復
興
か
、
地
域
住
民
主
体
の

復
旧
・
復
興
か
、
こ
れ
か
ら
大

き
な
闘
い
が
始
ま
る
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
災
協
会
と
し

て
、
被
災
者
の
命
と
健
康
を
守

る
取
り
組
み
の
課
題
や
、
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
の
教
訓
を
被

災
地
と
全
国
に
伝
え
て
い
き
た

い
。本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
川　

兵
庫
協
会
を
通
し

て
、「
被
災
地
で
の
生
活
と
医

療
と
看
護
」（
兵
庫
県
保
険
医

協
会
／
協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部

編　

２
０
１
１
年
２
月
17
日
）

と
東
京
保
険
医
新
聞
２
０
１
１

年
８
月
５
・
15
日
合
併
号
「
震

災
後
の
復
興
と
医
療
機
関
の
役

割
」
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

加
藤　

復
興
ま
で
長
い
時
間

が
か
か
る
と
思
う
が
、
息
の
長

い
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

少
し
で
も
い
か
せ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

　

中
津　

時
間
を
経
る
に
従

い
、
現
地
の
状
況
は
複
雑
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
東

北
関
連
の
消
費
に
自
ら
努
め
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

川
西　

被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
行
く
者
の
心
得
（
イ
ロ

ハ
）
に
つ
い
て
研
修
会
開
催

を
！

　

井
尻　

微
力
な
が
ら
支
援
活

動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
寺　

協
会
の
支
援
を
得
て

被
災
地
に
出
向
け
た
こ
と
は
非

常
に
有
意
義
で
、
私
自
身
の
人

間
と
し
て
の
向
上
に
な
っ
た
と

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
記
録
を
そ
の
開
業
医
に
託

す
こ
と
で
、
地
域
医
療
機
関
の

再
建
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

小
寺　

例
え
ば
被
災
し
た
歯

科
医
院
の
勤
務
医
と
い
う
形
で

診
察
し
て
回
れ
ば
、
そ
の
診
療

所
が
保
険
請
求
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

医
療
支
援
が
、
被
災
地
の
医
療

機
関
の
再
建
に
も
つ
な
が
る
よ

う
な
仕
組
み
を
国
は
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
ほ
か
、
転
倒
や

浸
水
で
医
療
機
器
の
買
い
替
え

が
必
要
な
被
災
地
の
医
療
機
関

へ
、
全
国
か
ら
中
古
品
を
集
め

れ
ば
、
診
療
を
再
開
す
る
に
あ

た
っ
て
も
大
き
な
負
担
軽
減
に

な
る
。
こ
れ
も
、
被
災
地
を
Ｐ

Ｌ
法
の
適
用
外
に
す
る
な
ど
国

が
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
べ
き
だ

ろ
う
。

　

川
西　

被
災
し
た
多
く
の
医

療
機
関
が
、
再
開
の
た
め
に
は

公
的
な
補
助
・
助
成
が
不
可
欠

だ
と
感
じ
て
い
る
。
現
時
点
で

は
、
公
立
病
院
に
対
す
る
補
助

“阪神“阪神・・淡路”淡路”

最
後
に
一
言
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷

開
所
５
周
年
記
念
誌

地
域
で
生
き
る

　

暮
ら
し
を
つ
く
る

幕
内　

秀
夫　

著

１
食
１
０
０
円 

「
病
気
に
な

ら
な
い
」食
事 

実
践
レ
シ
ピ

　

聴
覚
障
害
者
に
配
慮
し
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
淡
路
ふ

く
ろ
う
の
郷
」（
洲
本
市
中
川

原
町
）
は
、
２
０
０
６
年
４
月

開
設
後
、
順
調
な
運
営
の
も
と

に
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

５
億
円
の
施
設
建
設
募
金
運

動
で
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
の

皆
様
の
ご
協
力
（
７
０
０
人

超
、
２
０
０
０
万
円
超
）
に
改

め
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

「
淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷
」

は
、
５
億
円
の
募
金
運
動
だ
け

で
な
く
、
そ
の
後
の
法
人
理
事

会
と
施
設
運
営
で
も
、
聴
覚
障

害
者
が
中
心
と
な
り
、
施
設
長

の
大
矢
暹
さ
ん
も
聴
覚
障
害
者

で
す
。
ま
た
、
入
所
者
の
多
数

が
重
度
の
聴
覚
障
害
者
で
占
め

ら
れ
、
職
員
と
し
て
も
多
く
の

聴
覚
障
害
者
が
健
聴
者
職
員
と

と
も
に
働
い
て
い
ま
す
。

　

聴
覚
障
害
者
自
身
が
建
設
し

運
営
す
る
施
設
は
全
国
で
数
施

設
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
聴

者
の
協
力
の
も
と
に
、
ま
た
地

域
の
人
々
の
熱
い
支
援
を
得
て

立
派
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

04
年
の
社
会
福
祉
法
人
設
立

時
に
、
池
尻
重
義
元
保
険
医
協

会
理
事
長
が
法
人
理
事
長
に
就

任
さ
れ
、
私
は
地
元
洲
本
の
医

師
（
学
識
経
験
者
）
の
立
場
で

理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
開
設
が
３
カ
月

後
に
迫
っ
た
06
年
１
月
２
日

に
、
池
尻
先
生
が
間
質
性
肺
炎

で
急
逝
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

私
が
急
き
ょ
理
事
長
を
引
き
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
９
月
に
理
事
長
職
を
辞
し
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
理
事
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
淡
路
ふ
く
ろ
う
の

郷
」
が
「
開
所
５
周
年
記
念

誌
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

記
念
誌
の
冒
頭
に
は
、「
淡

路
ふ
く
ろ
う
の
郷
」
の
入
所
者

の
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

50
年
間
、
精
神
病
院
に
隔
離

収
容
さ
れ
て
い
た
聴
覚
障
害
者

の
、
奪
わ
れ
た
人
格
・
人
権
の

復
活
物
語
や
、
戦
中
戦
後
を
大

阪
の
街
の
中
で
、
仲
間
と
と
も

に
生
き
抜
い
た
人
、
障
害
者
同

士
が
結
婚
し
、
親
の
強
制
で

「
断
種
手
術
」
を
受
け
た
人
な

ど
、
高
齢
聴
覚
障
害
者
の
苦
難

の
人
生
が
淡
々
と
語
ら
れ
た

「
読
み
取
り
記
録
」
に
は
、
驚

嘆
し
感
動
す
る
と
と
も
に
、
医

師
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
記
念
誌
に
は
、

「
ふ
く
ろ
う
の
郷
」
の
設
立
に

か
か
わ
っ
た
多
く
の
方
々
、
運

営
に
携
わ
っ
た
方
々
が
、
自
ら

の
経
験
や
思
い
を
様
々
な
切
り

口
で
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

　

寄
稿
さ
れ
た
多
く
の
人
の
思

い
は
、「
ふ
く
ろ
う
の
郷
」
に

か
か
わ
る
中
で
自
ら
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
か
く
い
う
私
も
そ

の
一
人
で
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
近
隣
の
方

々
か
ら
の
寄
稿
で
す
。
地
元
中

川
原
地
区
の
住
民
が
こ
ぞ
っ

て
、
後
援
会
（
地
域
交
流
会
）

を
立
ち
上
げ
て
、「
村
祭
り
」

（
だ
ん
じ
り
訪
問
）
や
、
保
育

所
、
小
・
中
学
校
な
ど
と
の
交

流
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
な

ど
、「
ふ
く
ろ
う
の
郷
」
が
地

域
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
今
年
３
月
末
で
廃

校
に
な
っ
た
地
元
・
中
川
原
中

学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
法
人
と
共
同
し
て
の

「
中
川
原
地
区
高
齢
者
交
流
セ

ン
タ
ー
構
想
」
が
持
ち
上
が
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
大
き
な
地
域

共
同
体
の
構
想
を
目
指
す
「
ふ

く
ろ
う
の
郷
」
の
新
た
な
出
発

点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
の
皆
様
に

も
、
障
害
者
、
高
齢
者
理
解
の

一
助
に
、
こ
の
記
念
誌
の
一
読

を
お
勧
め
す
る
も
の
で
す
。

 

【
洲
本
市　

三
根　

一
乗
】

発行　社団法人兵庫県聴覚障
害者協会、定価2000円
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淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷
物
語

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
が
10
月
９

日
に
開
催
す
る
第
３
回
市
民
学

習
会
の
講
師
を
務
め
ら
れ
る
、

幕
内
秀
夫
先
生
の
著
書
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
「
食
育
」
が
叫
ば

れ
る
中
、
幕
内
先
生
の
数
あ
る

著
書
で
、
読
者
に
一
番
親
し
ま

れ
て
い
る
本
で
す
。

　

「
１
食
１
０
０
円
」
と
「
病

気
に
な
ら
な
い
食
事
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
、
読
む
前
か
ら
興

味
を
引
き
ま
す
。
経
済
不
況
の

時
こ
そ
、
日
本
文
化
を
象
徴
す

る
「
ご
は
ん
＋
み
そ
汁
」
の
原

点
に
立
ち
返
る
重
要
性
や
必
要

性
が
述
べ
て
あ
り
ま
す
。

　

「
生
き
る
た
め
の
食
事
」
の

基
本
は
「
ご
は
ん
と
み
そ
汁
」

プ
ラ
ス

「
野
菜
・

海
藻
・
豆

・
魚
」
が

日
本
人
の

典
型
的
な

文
化
と
し

て
の
食
事

だ
と
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
の
ア
メ
リ
カ
押
し
つ
け

の
六
つ
の
食
品
群
、
タ
ン
パ
ク

質
・
無
機
質
・
カ
ロ
テ
ン
・
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
・
糖
類
・
脂
質
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
を
勧

め
た
、
当
時
の
厚
生
省
を
疑
問

視
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
摂
取

カ
ロ
リ
ー
の
高
さ
が
健
康
を
害

し
た
り
、
欧
米
化
す
る
種
々
の

病
因
が
食
生
活
の
変
化
で
あ
る

と
著
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
間
食
を
見
直
す
必
要
性
も

詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

お
忙
し
い
読
者
に
は
、
第
１

章
「
脱
『
快
楽
食
』
の
す
す

め
」
と
第
８
章
「
不
健
康
に
な

ら
な
い
『
外
食
』
術
」
を
お
読

み
に
な
る
だ
け
で
、
幕
内
先
生

の
秘
め
た
る
理
想
食
社
会
を
知

り
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
ぜ
、
今
回
ご
紹
介
す
る

か
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
医
師
・

歯
科
医
師
が
、
毎
日
、
患
者
さ

ん
の
食
事
指
導
や
生
活
に
お
け

る
食
文
化
の
お
話
を
す
る
機
会

も
増
え
ま
し
た
。
小
学
生
た
ち

の
肥
満
、
朝
食
抜
き
に
よ
る
弊

害
も
あ
り
、
日
本
古
来
の
食
文

化
を
推
奨
す
る
本
著
は
、
と
て

も
分
か
り
や
す
い
内
容
と
い
え

ま
す
。

　

先
生
は
、
他
に
「
は
じ
め
よ

う
！　

歯
科
医
院
で
の
食
生
活

指
導
」
の
著
書
も
、
多
く
の
人

た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
管

理
栄
養
士
の
立
場
か
ら
、
学
校

給
食
の
あ
り
方
、
歯
科
医
療
の

中
の
栄
養
指
導
、
統
合
医
療
分

野
で
の
食
生
活
改
善
も
訴
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

10
月
９
日
の
学
習
会
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
ま
す
と
同
時

に
、
話
題
の
本
書
を
お
手
元
に

置
か
れ
ま
し
た
ら
、
日
本
人
の

食
文
化
の
奥
深
さ
に
引
き
込
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

発行 講談社
定価1150円（税込）

　

蛭
田
耕
平
先
生
が
去
る
７

月
11
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

西
脇
市
の
先
生
で
、
外
科

医
で
あ
っ
た
が
、
私
よ
り
15

歳
先
輩
で
、
38
歳
で
同
市
西

脇
で
開
業
さ
れ
、
当
時
、
桐

島
正
義
先
生
ら
と
保
険
医
協

会
の
前
身
の
保
険
医
ク
ラ
ブ

に
入
会
さ
れ
、
１
９
６
９

年
、
協
会
設
立
と
同
時
に
理

事
に
な
ら
れ
た
。

　

北
播
支
部
が
１
９
８
４
年

に
で
き
た
時
か
ら
、
多
可
町

の
米
長
定
梵
先
生
、
小
野
市

の
北
野
昭
臣
先
生
ら
と
、
交

代
で
役
員
を
務
め
ら
れ
、
１

９
８
６
年
か
ら
支
部
長
を
さ

れ
た
。

　

私
が
北
野
先
生
、
三
木
市

の
松
森
晃
先
生
ら
に
誘
わ
れ

て
、
世
話
人
会
に
出
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
蛭
田
先
生

は
、
ほ
と
ん
ど
皆

勤
で
来
ら
れ
て
い

た
。
医
師
会
の
集

会
で
お
目
に
か
か

ら
な
い
と
き
も
、

協
会
の
行
事
に
は

必
ず
来
ら
れ
て
い

た
。

　

無
駄
口
は
言
わ

ず
、
古
武
士
の
風

格
が
あ
っ
て
、
意
見
を
求
め

ら
れ
る
と
、
い
つ
も
的
確
な

答
え
を
さ
れ
た
。
私
が
支
部

の
役
員
を
し
て
か
ら
も
、
し

ば
ら
く
来
ら
れ
て
い
た
が
、

年
齢
的
に
も
身
体
が
不
自
由

に
な
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。

　

蛭
田
〜
松
森
〜
北
野
〜
米

長
〜
羽
賀
比
登
志
先
生
と
、

北
播
支
部
の
創
成
期
か
ら
の

先
生
方
と
親
し
く
し
て
い
た

だ
い
た
。
政
治
色
の
な
い
、

医
師
会
と
は
車
の
両
輪
で
あ

る
、
と
の
北
播
支
部
の
モ
ッ

ト
ー
は
、
今
も
若
い
世
代
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
協
会
・
支

部
の
歩
み
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
か
の
国
で
、
安
ら
か

に
憩
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

蛭
田
耕
平
先
生
を
偲
ん
で

北
播
支
部
世
話
人　
　

神
澤　

正
三

追　悼追　悼

1925年10月18日生まれ。1949
年京大医専卒業、63年開業。
理　事　69年６月～97年５月
参　与　97年６月～
北播支部副支部長　84年11月
～86年５月、87年６月～90年
５月
同支部長　86年６月～87年５
月、90年６月～10月

蛭田　耕平先生
（享年85歳）

兵庫県社保協発行兵庫県社保協発行 2011年度版

「くらしと命を守るハンドブック」ご活用のお願い「くらしと命を守るハンドブック」ご活用のお願い

福祉・医療などの役立つ制度を解説福祉・医療などの役立つ制度を解説
　

兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
兵
庫
県
社
保
協
、
会
長
・

吉
岡
正
雄
協
会
副
理
事
長
）
が
、
こ
の
た
び
「
く
ら
し
と
命
を

守
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
２
０
１
１
年
度
版
」を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

税
や
福
祉
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
し
く
み
は
煩
雑
で
、
申
請

す
れ
ば
免
除
さ
れ
た
り
減
額
さ
れ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り

ま
す
。
役
立
つ
制
度
・
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
・
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
待
合
室
で
患
者
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
な
ど

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

内
容 

住
民
税
を
非
課
税
に
／
医
療
費
控
除
／
控
除
の
種
類

と
金
額
／
障
害
者
手
帳
／
特
別
障
害
者
手
当
／
高
齢
者
の
医
療

費
負
担
の
軽
減
／
高
額
療
養
費
制
度
／
国
保
の
保
険
料
（
税
）

・
減
免
／
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば
国
保
証
は
発
行
さ
れ
る
／
介

護
保
険
／
生
活
保
護
、
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
と
猶
予
／
お

母
さ
ん
と
子
ど
も
の
制
度
等

　１部150円（送料込）。ご希望
の方は、☎078－393－1807また
はファックス078－393－1802ま
でお申し込みください。

日　時　10月９日（日）14時～16時
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　幕内　秀夫先生

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会

日　時　９月11日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
講　師　東京都国立市
　　　　しもじ歯科クリニック院長
　　　　下地　勲先生
定　員　120人（事前申込順）

歯科定例研究会

自家歯牙移植とその周辺
－歯根膜の活用で臨床をかえる－

　お問い合わせは、
☎078－393－1809　岡林まで　

市民公開講座

　「フーズ＆ヘルス研究所」代表。社員食
堂改革、プロスポーツ選手の個人指導、保
育園・幼稚園の給食改革などを行う。帯津
三敬病院において食事相談を行う。

参加費　500円
定　員　400人（事前申込制）

お申し込み・お問い合わせは、　　
　　　　 ☎078－393－1809まで
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＝Ear Infection（Otitis Media）  中耳炎＝①①

　A two-year-old boy was brought in 
again to doctor's office after three days 
treatment② for his cold.
　２歳男児が医師の下での３日間の風邪
の治療の後、再診のため来院。
Dr. ：How has he been doing in the 
last few days?
医師：この２、３日、具合はいかがでし
たか。
Mother ：His temperature has come 
down and he's been coughing much less 
during his sleep.
母：熱も下がり、夜の咳も楽になりまし
た。
But he seems to be quite irritable③， 
crying on and off last night.
しかし、何となく機嫌がよくなく、夜中
に時々泣いていました。
Dr. ：Have you noticed him touching 
his left ear，like he's doing now?
医師：お子さんが今やっているように、
左耳を触っているのに気がついていまし
たか。
Mother ：Yes，he was touching around 
his left ear and head while he was 
crying last night.
母：そう、そう。昨夜、泣きながら左の
耳、頭の付近を触っているのを思い出し
ました。
Dr. ：Let me take a look at his ears. I 
can see his left eardrum④ is red and 
swollen.
医師：お耳を覗いてみましょうね。左の
鼓膜が赤くなって膨隆しています。
Has he had an ear infection before?

中耳炎をしたことはありますか。
Mother ：No，he hasn't. But his four-
year-old sister has had treatment for 
her middle-ear effusion⑤ by an ENT 
doctor⑥.
母：ありません。４歳の姉が滲出性中耳
炎のために耳鼻科で治療中です。
Dr. ：I see. I would like to refer your 
son to an ENT doctor to have his left 
ear examined.
医師：わかりました。息子さんも耳鼻科
の先生に紹介します。左の耳を診てもら
いましょう。
We have to watch his ears closely 
whenever he has a cold⑦ from now on.
これからは風邪を引く度に、耳に気をつ
けましょうね。
Mother ：Okay，I see.
母：はい、そうします。
①ear infection（otitis media）：《医》中
耳炎。
②treatment：治療（内服薬などによる）。
③irritable：機嫌が悪い。米国では
crankyとも言う。
④eardrum：鼓膜。
⑤middle-ear effusion：《医》滲出性中耳
炎（鼓膜の内側に浸出液がたまる）。
⑥ENT doctor： 耳鼻科医、ear，nose 
and throat doctorの意味。
⑦a cold：風邪。common clodとも言う。

お知らせ：『英語で診療』シリーズとし
て、『続・英語で診療』（海外でクリニッ
クに行く前に）『続々・英語で診療』（患
者に伝える症状の訴え方）が金芳堂から
出版されました。 坂尾福光・Robert 
Conroy共著、各CD１枚付きです。協会
会員には会員特別価格送料込各￥2600で
斡旋しています（郵便振込料￥120）。そ
の他、神陵文庫、大規模書店、アマゾン
などインターネットで購買できます。
 【西宮市　坂尾福光】〈在宅自己注射指導管理料〉

Ｑ１　自己注射の薬剤が余っていたた
め、その月に自己注射薬剤を処方しなか
った場合でも、在宅自己注射指導管理料
は算定できるのか。
Ａ１　受診時に指導管理を行っていれば
算定できます。なお、長期投薬で処方の
ない月がある場合は、レセプトの摘要欄
にその旨を注記しておくことが望ましい
です。
Ｑ２　自己注射の薬剤を院外処方せんで
投与できるのか。
Ａ２　できます。ただし、その他の投薬
がなく自己注射の薬剤のみを処方する場
合は、処方せん料は算定できません。
Ｑ３　注入器加算は、患者が注入器を使
用している期間であれば、毎月算定でき
るのか。

Ａ３　医療機関から注入器を患者に処方
した月のみ算定できます。
Ｑ４　注入器注射針加算は、院外処方し
た場合であっても算定できるのか。
Ａ４　院内処方した場合のみ算定できま
す。
Ｑ５　血糖自己測定器加算は「３月に３
回に限り算定する」とあるが、次の場
合、どのように算定するのか。①４月に
インスリン製剤等を３カ月分処方した場
合。②４月にインスリン製剤等を２カ月
分処方し、６月に２カ月分処方した場
合。③毎月インスリン製剤等を処方した
場合。
Ａ５　①４月に血糖自己測定器加算を３
回分まとめて算定します。②４、６月に
当該加算をそれぞれ２回分算定します。
③当該加算を月１回ずつ算定します。

研究部
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高
砂
市　
　

多
木　

喬
郎

医
療
費
補
助

　
　

後
先
考
え
て

　

１
９
６
０
年
４
月
、
国
民
皆

保
険
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
ま

で
自
費
で
は
到
底
診
察
料
は
払

え
ず
、
医
者
に
か
か
る
の
は

〝
死
に
病
（
や
ま
い
）〞
の
時

の
み
と
言
わ
れ
て
い
た
の
が
、

保
険
の
お
か
げ
で
診
療
を
受
け

や
す
く
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
当
時
の
患
者
負
担

率
を
述
べ
て
み
る
。
初
診
時
は

健
康
保
険
本
人
１
０
０
円
。
以

後
、
治
癒
ま
で
無
料
。
家
族
は

国
保
５
割
、
国
鉄
家
族
は
４

割
。
以
後
、
71
年
７
月
１
日
医

療
保
険
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
日

本
医
師
会
保
険
医
総
辞
退
（
自

費
に
な
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど

来
院
者
な
し
）、
同
年
８
月
１

日
、
医
師
会
保
険
医
再
登
録
。

　

73
年
１
月
１
日
、
65
歳
以
上

老
人
医
療
費
無
料
化
。
健
保
家

族
、
国
保
３
割
。
78
年
１
月
、

健
保
本
人
負
担
は
初
診
時
６
０

０
円
。
81
年
４
月
、
本
人
負
担

８
０
０
円
。
84
年
10
月
、
本
人

一
部
負
担
１
割
（
今
ま
で
初
診

時
の
み
の
負
担
が
受
診
ご
と
の

負
担
）。
97
年
９
月
、
本
人
負

担
２
割
。
01
年
１
月
、
老
人
一

部
負
担
８
０
０
円
×
４
回
。
02

年
10
月
、
老
人
外
来
１
割
、
高

額
所
得
者
２
割
。
03
年
４
月
、

本
人
、
家
族
、
国
保
３
割
。
08

年
４
月
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
発
足
、
高
額
所
得
者
３
割
。

　

し
か
し
、
最
近
の
不
景
気
、

経
済
的
理
由
で
患
者
の
受
診
中

断
が
人
数
は
少
な
い
が
医
療
機

関
の
４
割
で
起
き
て
い
る
と
い

う
。
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
窓
口
負
担

を
大
幅
に
軽
減
す
べ
き
と
の
声

が
大
き
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は

財
源
が
な
い
と
で
き
ぬ
話
。

　

本
来
、
健
康
保
険
と
は
病
気

の
金
銭
的
保
障
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
若
く
て
所

得
の
多
い
働
き
盛
り
に
保
険
料

を
掛
け
て
、
年
老
い
て
体
力
衰

え
健
康
を
害
し
た
時
の
保
障
と

し
て
の
蓄
財
で
あ
る
。
事
実
、

私
も
70
歳
く
ら
い
ま
で
病
気
ら

し
い
病
気
も
し
な
か
っ
た
が
、

寄
る
年
波
に
勝
て
ず
、
多
く
の

医
療
機
関
の
世
話
に
な
り
だ
し

た
。

　

し
か
し
、
私
が
１
９
６
０
年

か
ら
掛
け
続
け
た
原
資
は
、
当

時
の
老
人
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ

れ
の
父
母
の
世
代
が
使
っ
て
し

ま
い
、
一
文
も
な
い
。

　

国
は
「
あ
な
た
方
の
積
み
立

て
た
原
資
は
老
人
が
使
っ
て
ま

す
。
あ
な
た
方
が
老
人
に
な
っ

た
と
き
若
い
人
か
ら
も
ら
い
な

さ
い
。
こ
れ
を
〝
賦
課
方
式
〞

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑
証明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持
ち込み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合にて制度説明を受けてい
ただきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで
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と
言
い
、
世
代
間
の
助
け
合
い

が
基
本
」
と
言
う
。
な
ら
ば
、

も
し
も
60
年
発
足
時
に
、
一
銭

も
掛
け
金
を
支
払
っ
て
い
な
い

当
時
の
老
人
の
原
資
を
国
が
支

出
し
て
お
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
50

年
間
の
積
立
金
と
当
時
の
高
金

利
と
で
原
資
は
残
っ
て
い
る
は

ず
。
こ
れ
を
〝
財
政
方
式
〞
と

言
い
、
私
的
医
療
保
険
が
こ
れ

に
あ
た
る
。

　

ま
た
、
一
方
で
73
年
１
月
に

医
療
費
無
料
化
で
医
院
待
合
室

が
老
人
の
社
交
場
に
。
タ
ダ
は

い
け
ま
せ
ん
。
あ
り
が
た
み
が

わ
か
ら
な
く
な
り
、
抑
制
が
き

か
な
い
。
本
人
負
担
１
回
２
０

０
円
〜
４
０
０
円
く
ら
い
で
あ

れ
ば
払
え
る
金
額
。

　

今
ま
で
財
源
を
考
え
ず
国
民

の
ご
機
嫌
と
り
が
こ
の
結
果
。

子
ど
も
手
当
、
高
校
授
業
料
無

料
化
、
高
速
道
路
１
０
０
０
円

〜
無
料
も
あ
わ
せ
、
今
に
破
綻

（
デ
フ
ォ
ル
ト
）
が
起
き
ま
す

よ
。

＝薬科部＝

（第20回日常診療経験交流会プレ企画）

世界の薬草事情
糖尿病患者の心血管

イベントを抑制するために

お申し込み・お問い合わせは、協会事務局　☎078－393－1803　まで

10周年記念文化講演会 研究会

日　時　９月３日（土）16時～18時
会　場　県農業会館11階会議室
講　師　京都大学大学院薬学研究科
　　　　薬品資源学分野准教授
　　　　伊藤美千穂先生

日　時　９月10日（土）
　　　　15時45分～18時
会　場　県農業会館11階111号室
講　師　佐賀大学医学部内科学教授
　　　　野出　孝一先生

～フィールドワークから
 レギュラトリーサイエンスまで～

•うつ病等の精神障害による就業不能も補償
•入院は１日目から、自宅療養は５日目から補償
•再発も含めて通算１０００日補償
•地震などの天災によるケガも補償

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高５０００万円の高額保障
■ 配偶者１０００万円のセット加入あり

■ ライフプランに合わせていつでも
　 増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

!



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（８）第１６６３号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１１年(平成２３年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行)
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はじめに
　「虫」の代表は昆虫類であるが、実際
には、 昆虫以外の節足動物の多くが
「虫」と呼ばれる。
　皮膚疾患を引き起こす虫は大変多く、
皮膚に対する刺咬、吸血、または接触に
よって皮膚炎を引き起こす虫、皮膚に寄
生する虫、そして病原微生物の媒介によ
って感染症を発症させる虫などが挙げら
れる（表）。

刺咬虫と皮膚疾患
　刺す虫の代表はハチで、スズメバチ、
アシナガバチ、ミツバチなどが問題とな
る。ハチ毒に含まれる刺激成分によっ
て、刺された直後に痛みが出現するが、
ハチ毒に対して感作が成立すると、即時
型、あるいは遅延型のアレルギー反応を
起こす。
　特に、即時型アレルギーの重症型であ
るアナフィラキシーショックで、死に至
る例は決して少なくない。ハチに刺され
て生じるアナフィラキシーは、生命の危
険を伴うため、野外活動の際には肌を露
出せず、ハチの巣を見つけたら不用意に
近付かない、殺虫剤を携行するなどの適
切な予防対策が必要である。
　また、次回ハチに刺された場合に、ア
ナフィラキシー反応が誘発されるリスク
のある人には、自費医療にはなるがアド
レナリン自己注射薬（エピペン）を処方
し、日常的に携帯させる必要がある。
　なお、ハチと同様に毒針を有するアリ
ガタバチ、オオハリアリは、室内や庭な
どでも被害を受けることがあるので、注
意が必要である。
　咬む虫としては、ムカデやクモが代表
的である。トビズムカデは石や植木鉢の
下などに生息し、時には室内にも侵入す
る。咬まれると牙から毒液が注入され、
激しい痛みや腫脹が出現する。
　ムカデ毒にはハチ毒との類似性があ
り、毒成分に対して感作が成立すると、
アナフィラキシーショックをきたす可能
性がある。
　クモでは、近畿地方の湾岸地域を中心
に生息し、分布を拡大している外来種の
セアカゴケグモが強い神経毒を有してい
るので、注意する必要がある。

吸血虫による皮膚炎
　吸血によって皮膚炎を起こす虫として
は、カ、ブユ、アブ、ネコノミ、トコジ
ラミ、イエダニなどが挙げられる。いず
れも、吸血の際に注入される唾液腺物質
に対するアレルギー反応によって、皮膚
炎が起こる。
　皮膚の症状としては、吸血の直後から
痒みや膨疹、紅斑が出現する即時型反応
と、吸血の１～２日後に紅斑や丘疹、水
疱などが出現する遅延型反応があるが、
皮膚症状の現れ方には個人差が大きい。
　一般に、カ、ブユ、アブ、ネコノミ、
トコジラミは主に露出部から、イエダニ
は主に被覆部から吸血する。患者さんの
多くは、刺されている場面を確認してい

ないので、診断の際には個々の虫による
皮疹の好発部位を考慮して、皮疹の分布
を詳細に観察すること、患者さんの行動
の範囲や内容について十分な問診を行う
ことが重要となる。
　近年では、各地の宿泊施設にトコジラ
ミが蔓延しており、露出部を中心とした
原因不明の虫刺症を診察した場合には、
トコジラミ刺症を念頭に置く必要があ
る。

接触によって皮膚炎が生じる虫
　皮膚に接触することで皮膚炎を生じる
虫としては、有毒毛を持つ毛虫が挙げら
れ、ドクガ類とイラガ類の幼虫が問題と
なる。
　特に、ツバキやサザンカの害虫である
チャドクガの幼虫には多数の毒針毛が付
着しており、これに触れると激しい皮膚
炎を生じる。
　また、各種の広葉樹の葉を食べるヒロ
ヘリアオイラガの幼虫には、多数の毒棘
があり、触れると激痛を生じるので知っ
ておく必要がある。

基本的には非感染性の炎症反応
　虫による皮膚炎は、基本的には非感染
性の炎症反応であり、ステロイド外用薬
で対応できる場合が多いが、痒みや炎症
反応が強い場合は、抗ヒスタミン薬やス
テロイドの内服を併用する。
　皮膚科臨床医としては、病歴や皮疹の
分布、臨床像などから原因虫を推定し、
駆除対策や回避方法などについても助言
することが望ましい。

マダニによる感染症対策
　マダニは、野生動物に寄生する大型の
ダニで、野山などでの野外活動の際に、
ヒトにも寄生することがある。皮膚に咬
着したマダニは、約１週間吸血を続けて
腹部が増大し、飽血すると脱落する。
　咬着したマダニを除去するには、いく
つかの方法があるが、局所麻酔をしてメ
スで皮膚ごと切除するのが確実である。
　北海道や本州中部に生息するシュルツ
ェマダニによる刺咬症ではライム病、西
南日本でキチマダニなどによる刺咬症を
受けると日本紅斑熱に感染する可能性が
あるので、注意が必要である。
　ただし、六甲山や北摂地方などでは、
これらの感染症の病原体を保有するマダ
ニ類は生息していないので、過度の感染
症対策は不要である。

皮膚に寄生する虫による疾患
　皮膚に寄生する虫による疾患として
は、疥癬とアタマジラミ症が挙げられ
る。疥癬の原因虫であるヒゼンダニは、
主に人肌を通じて感染するので、性感染
症として問題になっていた。しかし近年
では、高齢者の介護を通じて感染が拡大
する例が多い。
　早期の診断は難しい症例もあるが、専
門医による正しい診断、ガイドラインに
従った適切な治療が重要である。疥癬治
療薬であるイベルメクチンは便利な薬剤

であるが、使用の判断を適切に行うこと
や用法・用量を正しく守る必要がある。
　アタマジラミは頭髪に寄生する虫で、
頭髪の接触や枕の共用などで感染する。
正しく診断し、市販のフェノトリン粉
剤、あるいはシャンプーで治療すればよ
いが、近年はフェノトリンに抵抗性を持

つシラミも出現していることに留意する
必要がある。
　アタマジラミ症は幼稚園児や小学生な
どの間で蔓延しており、決して不潔で生
じる疾患ではないことを、保護者に理解
させる必要がある。
 （見出しは編集部）

虫による皮膚疾患
兵庫医科大学皮膚科学准教授　 夏秋　　優先生講演

表　日本における虫による主な皮膚疾患と主な原因虫
発症様式 昆　虫 昆虫以外
刺咬 ハチ、アリ ムカデ、クモ、サソリ

吸血
カ、ブユ、アブ、ヌカカノミ、
トコジラミ

イエダニ、トリサシダニ
マダニ、ツツガムシ

接触

ドクガ、イラガ、カレハガ、
マダラガ
ハネカクシ、カミキリモドキ
ツチハンミョウ、マメハンミョウ

サソリモドキ、ヤスデ

寄生
アタマジラミ、コロモジラミ
ケジラミ

ヒゼンダニ、ニキビダニ

媒介（疾患）
マダニ（ライム病、日本紅斑熱）
ツツガムシ（ツツガムシ病）

第469回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

（第20回日常診療経験交流会プレ企画）

日　時　９月17日（土）17時～19時　　　　　 会　場　協会会議室

講　師　後藤学園附属リンパ浮腫研究所所長　佐藤佳代子先生

リンパ浮腫の治療とケア
～リンパ浮腫保存的治療「複合的理学療法」の実際～

　リンパ浮腫は、がん治療に伴うリンパ
節切除術や放射線療法の後遺症のひとつ
であり、重症化すると患者の日常生活に
支障をきたすことがある。
　「複合的理学療法」は、代表的なリン
パ浮腫の保存的治療であり、治療の主軸
となる「スキンケア・医療用リンパドレ
ナージ・弾性包帯／弾性着衣による圧迫
療法・ 排液効果を促す運動療法（圧迫
下）」を個人に状態に応じ実施する。
　治療開始の際には必ず医師の診察を受
け、既往歴、現病歴、適応禁忌などを確
認する。浮腫症状や皮膚状態の改善は

文化部第10回「あなたとわたしの展示会」

自慢のお宝、作品を大募集
開 催 日　10月30日（日）10時～16時　※日常診療経験交流会に併設

会　　場　兵庫県農業会館（JR・阪神元町駅より南へ徒歩７分）

展示企画　絵画、書、写真、陶芸ほか（大きさ自由）、お気軽デジカメ写真コーナー

出 展 数　お１人３点まで　　　　出展料　無料

応募資格　協会会員とその家族、職員、患者

応募締切　９月30日（金）

※出展を希望する方には指定の申込用紙を送付します。

お申し込みは、☎078－393－1817　吉永まで

ADL・QOL向上につながり、精神的な痛
みを緩和する。症状は生涯に渡るため、
良好な状態を維持できるよう無理のない
範囲にて、個別に応じたセルフケアを指
導することも重要である。
〈適応〉原発性リンパ浮腫、続発性リン
パ浮腫、慢性静脈疾患、廃用性浮腫、一
過性浮腫など
〈禁忌〉皮下組織の急性炎症、心性浮
腫、下肢静脈の急性疾患（深部静脈血栓
症、静脈炎など）、悪性疾患（相対的）
など
 【佐藤記】


